
新型コロナウイルスが夏になれば終息するという可能性を断言することはできず、

現段階では夏場もマスクの使用やソーシャルディスタンスを継続するなど、感染対策

は必要となることが考えられます。夏場のマスクの使用は熱中症のリスクを高めるこ

とが考えられています。熱がこもりやすく発散しにくくなっているのに加えて、マス

クによる加湿で口の渇きを感じにくくなるため、熱中症に気づくのが遅くなり、マス

クなしで過ごしていた時よりも熱中症になるリスクは高まると考えられています。
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夏場のマスク、熱中症対策

身体が欲していなくても、こまめに、時間を決めて

水分補給をしましょう！！

のどが渇いたときに水分を摂ってはもうすでに熱中症になっている可

能性があります。水分はこまめにゆっくりと摂ることが必要です。

夏に向けて各メーカーでは接触冷感のマスクを順次販売しています。

そういったマスクに切り替えることで、暑い夏もマスクをしながら乗り

越えていけるかもしれません。

人との距離を取りながらの作業であればマスクを外して、無理をしないで、

水分と休息をしっかりとり、熱中症を防ぎましょう。

R2.2現在

裏面もお読みください。
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